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●  
 埼玉県立近代美術館 地下 1 階 県展事務室 
電話：048-833-0185 ※上記期間以外は不通となります。

●  
 埼玉県教育局教育総務部生涯学習推進課 芸術文化推進担当 
 〒330-9301 さいたま市浦和区高砂 3-15-1 
 電話：048-830-6925 電子メール：a6910-02@pref.saitama.lg.jp 

●  https://www.pref.saitama.lg.jp/f2215/geibunsai/kenten.html 
      ※開催要項、出品申込書、出品票等のダウンロードができます。 
●  http://www.saibikyo.com/ 
 

   

 (1) 応 募 方 法 搬入日に応募作品を持参（事前申込不要）してください。 

          は除きます。 

（3）応 募 作 品 未発表の創作作品に限ります。 

※ 未発表とは過去に公募展（審査のあるもの）に応募し陳列されたことがないことを指します。 

 
     〒330-0061 さいたま市浦和区常盤 9-30-1（北浦和公園内） 

● ● ●

● ● ●

主 催 埼玉県 埼玉県教育委員会 埼玉県美術家協会 

 埼玉県芸術文化祭実行委員会 埼玉県美術展覧会運営委員会 

後 援 さいたま市 さいたま市議会 さいたま市教育委員会 

協 賛 朝日新聞さいたま総局 ＮＨＫさいたま放送局 共同通信社さいたま支局  

         産経新聞さいたま総局 時事通信社さいたま支局  

        東京新聞さいたま支局 ＦＭ ＮＡＣＫ５ 毎日新聞さいたま支局 

    読売新聞さいたま支局 

 

（2）応 募 資 格 15 歳以上の県内在住、在勤、在学者（絵画教室等の生徒を含む）。ただし、中学生 

開催要項
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※ 盗作、模写、自作でない作品、あるいは発表済みの作品とみなされた場合（連写などにより、発
表済みの作品と同一作品とみなされる場合を含む）は、入賞・入選を取り消します。 

※ 著作権・肖像権等の問題が生じないよう十分注意し、生じた場合は出品者の責任において処理し
てください。 

※ 高校生等に限り、「書」部門に臨書・模刻作品も出品可能です。 
（4）出 品 点 数   各部門 3 点まで。運営委員、審査員、招待・委嘱者は 1 点とします。 
（5）出品手数料 １点につき 3,000 円（運営委員、審査員、招待・委嘱者は協賛費 3,000 円）です。 
 ※ 一度納入された出品手数料は、入選・選外にかかわらず返金しません。 

（6）出品申込書 記入例（5・6 ページ）を参照の上、必ず漏れのないよう記入してください。 

（7）出 品 票 題名や氏名は、出品申込書に記載する内容と一致させてください。 

   

（1）審査・展示 
① 応募作品は鑑査及び審査を行い、入選作品のみ展示します。 
② 入選・入賞の結果は、県展ホームページで発表します。 
  また、審査結果通知はがきを本人宛送付します。 
※ 埼玉県立近代美術館での掲示は行いません。 
※ 電話でのお問い合わせは対応できません。 

③ 入選者には、入選証を会期中に県展事務室で交付します。 
※ 審査結果通知はがきを持参してください。郵送等での発送はいたしません。 
※ 搬出最終日までに受領されない場合は廃棄するものとし、以降の再発行はできません。 

④ 審査及び展示に関して、出品者が異議を申し立てることはできません。
⑤ 展示期間中は、いかなる事情があっても作品を搬出することはできません。 

（2）賞及び授賞式 

※ 高校生奨励賞とは、県知事賞など他の賞に入賞しなかった高校生等（高等学校（全日制、定時制、
通信制）・高等専門学校（専攻科を除く）・特別支援学校（高等部）等の生徒）の作品の中から、
各部門で優秀なものを表彰します。 

 ●授賞式日程：6 月 14 日（土） 

  ※ 対象者には案内状を送付します。 

   

（1）出品作品の損傷等 
出品物は努めて保護しますが、正常な管理状態のもとで生じた事故（損傷、汚損、紛失、盗難、展
示による退色等）については、その責任を負いません。搬出日に受領しなかった作品についても同
様とします。 

（2）個人情報 
本展覧会に関わる個人情報は、応募資格判定、各種連絡、次回以降の開催要項の送付等に使用し
ます。入選者については、氏名・居住市町村名・作品名・作品画像等を目録に使用するほか、報道
機関等に提供します。また、県内市町村が主催する美術展覧会の開催や県展に関連する事業のた
め、氏名・住所・連絡先・作品名・作品画像等を県内市町村文化行政主管課等へ提供することがあ
るので、承知の上応募してください。 

（3）その他諸注意 
① 作品の著作権は応募者にありますが、主催者が広報のために作品を使用する場合があります。 
② 会期中は観覧者が展示作品の写真を撮影できるものとしますが、これによって著作権や肖像権等

の問題が生じた場合は、撮影者の責任において対処するものとし、主催者は責任を負いません。 
③ 撮影にあたっては、フラッシュは禁止とします。三脚の使用など、他の観覧者の迷惑になる行為は

慎んでください。 
  

審査の上、優秀なものには褒賞（県知事賞、県議会議長賞、県教育委員会教育長賞、県美術家協会
賞、さいたま市長賞、さいたま市議会議長賞、さいたま市教育委員会教育長賞、報道関係賞、高校
生奨励賞等）を行います。 

●5 月 23 日（金）午前 11 時予定 

●県展ホームページ 

埼玉県美術展覧会 検索 

   ※ 事前申し込み不要です。 

（1）場 所  埼玉県立近代美術館（受付：地下 1 階） 

（2）期 間  ５月８日（木）～13 日（火）午前 10 時～午後４時 30 分 
        ※ 部門ごとに搬入日が異なります。また、混雑防止のため、個人搬入の方はお住まい

の地域ごとに時間帯を設定しています。 
 

部 門 搬入日（個人・業者共通） 
日本画・洋画・書 5 月 8 日(木)、11 日(日)、12 日(月) 
彫刻・工芸・写真 5 月９日(金)、10 日(土)、13 日(火) 

（3）持参するもの 
□出品申込書  預かり証、領収書、審査結果通知は切り離さないでください。 
□出 品 票  作品の裏面右上部に貼付（彫刻、工芸の立体作品は裏面以外も可）してください。 
□出品手数料  1 点につき 3,000 円（1 部門につき 3 点まで出品可） 
        運営委員、審査員、招待・委嘱者は協賛金 3,000 円 
□釈 文 票  書部門の応募者・委嘱者は作品裏面に貼付してください。 
□学 生 証  高校生奨励賞対象者のみ受付にて提示（業者搬入の場合は搬入前に県展事務室

へ相談）してください。  
   ※ 期間以外の搬出は一切受け付けませんので、当該期間内に受領してください。 
（1）場 所  埼玉県立近代美術館 

 (2) 期 間  ６月 21 日（土）～22 日（日）午前 10 時～午後４時 30 分 
        ６月 23 日（月）午前 10 時～午後２時 

        ※「書」部門の搬出は 6 月 22 日（日）までとします。 
        ※ 6 月 21 日（土）、22 日（日）については、混雑防止のため、個人搬出の方はお住ま

いの地域により時間帯を設定しています（23 日（月）は指定なし）。 
 

受 付 部 門 搬出日（個人・業者共通） 
地下１階 日本画、洋画、写真 

６月 21 日（土）、22 日（日）、23 日（月） 
２階 

彫刻、工芸 
書 ６月 21 日（土）、22 日（日） 

(3) 持参するもの 預かり証  

 搬入・搬出時のお願い  ※ 搬入・搬出に要する費用は、出品者の負担となります。 
● 道路の渋滞が予想されるため、できる限り公共交通機関を利用してください。 
● 業者による場合は、出品申込書に必ず業者名を記入してください。なお、通常の宅配業者による 
  搬入・搬出はお受けできません。必ず手続きまで請負う業者に依頼してください。 

● ６月 23 日（月）（搬出最終日）以外の個人搬入・搬出の時間帯の設定は、以下のとおりです。 

● ６月 23 日（月）は市町村ごとの時間帯の指定はありません。必ず午後２時までに搬出してください。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

搬入・搬出

さいたま市、県外 
10：00 
～11：30 

熊谷市、秩父市、本庄市、深谷市、横瀬町、 
皆野町、長瀞町、小鹿野町、美里町、神川町、 
上里町、寄居町、行田市、加須市、春日部市、 
羽生市、越谷市、久喜市、八潮市、三郷市、 
蓮田市、幸手市、吉川市、白岡市、宮代町、 
杉戸町、松伏町 

11：30 

～13：30 

川越市、所沢市、飯能市、東松山市、狭山市、 
入間市、富士見市、坂戸市、鶴ヶ島市、 
日高市、ふじみ野市、三芳町、毛呂山町、 
越生町、滑川町、嵐山町、小川町、川島町、 
吉見町、鳩山町、ときがわ町、東秩父村 

13：30 

～15：00 

川口市、鴻巣市、上尾市、草加市、蕨市、 
戸田市、朝霞市、志木市、和光市、新座市、 
桶川市、北本市、伊奈町 

15：00 

～16：30 

※ 上記の設定時間帯に搬入・搬出できないときは、この限りではありません。 

●期間中は、北浦和公園からの車両入口を開錠しています。
●埼大通りからの右折進入はできません。 
●現場の誘導員の指示に従ってください。 



32

※ 盗作、模写、自作でない作品、あるいは発表済みの作品とみなされた場合（連写などにより、発
表済みの作品と同一作品とみなされる場合を含む）は、入賞・入選を取り消します。 

※ 著作権・肖像権等の問題が生じないよう十分注意し、生じた場合は出品者の責任において処理し
てください。 

※ 高校生等に限り、「書」部門に臨書・模刻作品も出品可能です。 
（4）出 品 点 数   各部門 3 点まで。運営委員、審査員、招待・委嘱者は 1 点とします。 
（5）出品手数料 １点につき 3,000 円（運営委員、審査員、招待・委嘱者は協賛費 3,000 円）です。 
 ※ 一度納入された出品手数料は、入選・選外にかかわらず返金しません。 

（6）出品申込書 記入例（5・6 ページ）を参照の上、必ず漏れのないよう記入してください。 

（7）出 品 票 題名や氏名は、出品申込書に記載する内容と一致させてください。 

   

（1）審査・展示 
① 応募作品は鑑査及び審査を行い、入選作品のみ展示します。 
② 入選・入賞の結果は、県展ホームページで発表します。 
  また、審査結果通知はがきを本人宛送付します。 
※ 埼玉県立近代美術館での掲示は行いません。 
※ 電話でのお問い合わせは対応できません。 

③ 入選者には、入選証を会期中に県展事務室で交付します。 
※ 審査結果通知はがきを持参してください。郵送等での発送はいたしません。 
※ 搬出最終日までに受領されない場合は廃棄するものとし、以降の再発行はできません。 

④ 審査及び展示に関して、出品者が異議を申し立てることはできません。
⑤ 展示期間中は、いかなる事情があっても作品を搬出することはできません。 

（2）賞及び授賞式 

※ 高校生奨励賞とは、県知事賞など他の賞に入賞しなかった高校生等（高等学校（全日制、定時制、
通信制）・高等専門学校（専攻科を除く）・特別支援学校（高等部）等の生徒）の作品の中から、
各部門で優秀なものを表彰します。 

 ●授賞式日程：6 月 14 日（土） 

  ※ 対象者には案内状を送付します。 

   

（1）出品作品の損傷等 
出品物は努めて保護しますが、正常な管理状態のもとで生じた事故（損傷、汚損、紛失、盗難、展
示による退色等）については、その責任を負いません。搬出日に受領しなかった作品についても同
様とします。 

（2）個人情報 
本展覧会に関わる個人情報は、応募資格判定、各種連絡、次回以降の開催要項の送付等に使用し
ます。入選者については、氏名・居住市町村名・作品名・作品画像等を目録に使用するほか、報道
機関等に提供します。また、県内市町村が主催する美術展覧会の開催や県展に関連する事業のた
め、氏名・住所・連絡先・作品名・作品画像等を県内市町村文化行政主管課等へ提供することがあ
るので、承知の上応募してください。 

（3）その他諸注意 
① 作品の著作権は応募者にありますが、主催者が広報のために作品を使用する場合があります。 
② 会期中は観覧者が展示作品の写真を撮影できるものとしますが、これによって著作権や肖像権等

の問題が生じた場合は、撮影者の責任において対処するものとし、主催者は責任を負いません。 
③ 撮影にあたっては、フラッシュは禁止とします。三脚の使用など、他の観覧者の迷惑になる行為は

慎んでください。 
  

審査の上、優秀なものには褒賞（県知事賞、県議会議長賞、県教育委員会教育長賞、県美術家協会
賞、さいたま市長賞、さいたま市議会議長賞、さいたま市教育委員会教育長賞、報道関係賞、高校
生奨励賞等）を行います。 

●5 月 23 日（金）午前 11 時予定 

●県展ホームページ 

埼玉県美術展覧会 検索 

   ※ 事前申し込み不要です。 

（1）場 所  埼玉県立近代美術館（受付：地下 1 階） 

（2）期 間  ５月８日（木）～13 日（火）午前 10 時～午後４時 30 分 
        ※ 部門ごとに搬入日が異なります。また、混雑防止のため、個人搬入の方はお住まい

の地域ごとに時間帯を設定しています。 
 

部 門 搬入日（個人・業者共通） 
日本画・洋画・書 5 月 8 日(木)、11 日(日)、12 日(月) 
彫刻・工芸・写真 5 月９日(金)、10 日(土)、13 日(火) 

（3）持参するもの 
□出品申込書  預かり証、領収書、審査結果通知は切り離さないでください。 
□出 品 票  作品の裏面右上部に貼付（彫刻、工芸の立体作品は裏面以外も可）してください。 
□出品手数料  1 点につき 3,000 円（1 部門につき 3 点まで出品可） 
        運営委員、審査員、招待・委嘱者は協賛金 3,000 円 
□釈 文 票  書部門の応募者・委嘱者は作品裏面に貼付してください。 
□学 生 証  高校生奨励賞対象者のみ受付にて提示（業者搬入の場合は搬入前に県展事務室

へ相談）してください。  
   ※ 期間以外の搬出は一切受け付けませんので、当該期間内に受領してください。 
（1）場 所  埼玉県立近代美術館 

 (2) 期 間  ６月 21 日（土）～22 日（日）午前 10 時～午後４時 30 分 
        ６月 23 日（月）午前 10 時～午後２時 

        ※「書」部門の搬出は 6 月 22 日（日）までとします。 
        ※ 6 月 21 日（土）、22 日（日）については、混雑防止のため、個人搬出の方はお住ま

いの地域により時間帯を設定しています（23 日（月）は指定なし）。 
 

受 付 部 門 搬出日（個人・業者共通） 
地下１階 日本画、洋画、写真 

６月 21 日（土）、22 日（日）、23 日（月） 
２階 

彫刻、工芸 
書 ６月 21 日（土）、22 日（日） 

(3) 持参するもの 預かり証  

 搬入・搬出時のお願い  ※ 搬入・搬出に要する費用は、出品者の負担となります。 
● 道路の渋滞が予想されるため、できる限り公共交通機関を利用してください。 
● 業者による場合は、出品申込書に必ず業者名を記入してください。なお、通常の宅配業者による 
  搬入・搬出はお受けできません。必ず手続きまで請負う業者に依頼してください。 

● ６月 23 日（月）（搬出最終日）以外の個人搬入・搬出の時間帯の設定は、以下のとおりです。 

● ６月 23 日（月）は市町村ごとの時間帯の指定はありません。必ず午後２時までに搬出してください。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

搬入・搬出

さいたま市、県外 
10：00 
～11：30 

熊谷市、秩父市、本庄市、深谷市、横瀬町、 
皆野町、長瀞町、小鹿野町、美里町、神川町、 
上里町、寄居町、行田市、加須市、春日部市、 
羽生市、越谷市、久喜市、八潮市、三郷市、 
蓮田市、幸手市、吉川市、白岡市、宮代町、 
杉戸町、松伏町 

11：30 

～13：30 

川越市、所沢市、飯能市、東松山市、狭山市、 
入間市、富士見市、坂戸市、鶴ヶ島市、 
日高市、ふじみ野市、三芳町、毛呂山町、 
越生町、滑川町、嵐山町、小川町、川島町、 
吉見町、鳩山町、ときがわ町、東秩父村 

13：30 

～15：00 

川口市、鴻巣市、上尾市、草加市、蕨市、 
戸田市、朝霞市、志木市、和光市、新座市、 
桶川市、北本市、伊奈町 

15：00 

～16：30 

※ 上記の設定時間帯に搬入・搬出できないときは、この限りではありません。 

●期間中は、北浦和公園からの車両入口を開錠しています。
●埼大通りからの右折進入はできません。 
●現場の誘導員の指示に従ってください。 
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＊ 高等学校（全日制、定時制、通信制）・高等専門学校（専攻科を除く）・特別支援学校（高等部）等の生徒 

 限 制 格 規 例の別種 門部

日 
本 
画 

 出品申込書への 
 記入不要 

・応募作品は 60 号以内、Ｓ型は 50 号以内とする。画印・落款は入れない。 
・額装とする。吊り金具・ひもの取付は不要。 
・額幅は 5cm 以内（マットを使用する場合は、その幅と額の幅の合計が 5cm 以
内）、アクリル、ガラス等は使用しないこと（運営委員、審査員、招待・委
嘱者は使用可）。 

・運営委員、審査員、招待者は 20 号以内とし、委嘱者は 40 号以内とする。 

洋 
 
画 

油彩・水彩・版画・パ
ステル・アクリル・鉛
筆・色鉛筆・ボールペ
ン・マーカー・コラー
ジュ・ジークレー・テ
ンペラ・フレスコ・ミ
クストメディア 

・必ず額装とする。しっかりと固定すること。吊り金具・ひもの取付は不要。 
・油彩画等、水彩画の応募作品は F50 号以内、S 型は 40 号以内とする。 
・油彩画等、水彩画の応募作品は額縁幅(マット含め)5cm 以内とする。 
・版画はマットを含め F50 号以内とする。 
・油彩画の応募作品は、ガラス、アクリル等は使用しないこと。水彩画、版画
はなるべくアクリル(ガラスは不可)を使用すること。 

・運営委員、審査員、招待者は F20 号(S 型は 12 号)以内、委嘱者は F30 号(S
型は 20 号)以内とする。 

彫 
 
刻 

（材料の別） 
木・石・大理石・石膏・
テラコッタ・樹脂・Ｆ
ＲＰ・金属・ブロンズ・
鉄・ステンレス・チタ
ン・アルミ・漆・紙・
紙粘土・陶 

・1 ㎡当たり 300kg 以内。高さ 2.5m、底面積 2 ㎡以内。ただし、ケースは使
用しないこと。組合せによる作品の底面積の合計が 2㎡以内でも、展示スペ
ースの関係で必ずしもその間隔等、作者の意図にそえない場合がある。 

・展示上不安定な作品は受け付けない。 
・電源（コンセント）を使用する作品であっても展示の際の電源（コンセン
ト）の使用は不可とする。 

工 
 
芸 

陶芸・金工・木工・竹
工・人形・七宝・ガラ
ス・紙芸・漆芸・こぎ
ん刺し・織物・染織・
革・組紐・刺繍・切絵・
根付・鍛金・籐 

・壁面作品は、高さ 1.2ｍ、幅 1.2ｍ、厚み 20 ㎝以内(額縁のサイズを含む)。
立体作品は、高さ 50 ㎝、幅 50 ㎝、奥行 50 ㎝以内とする（台がある場合は
台の高さを含む）。 

・壁面、立体とも重量は 20kg 以内とする。壁面作品はひも等をつけること。 
・着物、帯等（仕立てる場合は仮縫いとする）は必ず撞木または衣桁を持参
し、付属品にも必ず名前をつけること。 

・人形に台がある場合は台に固定すること。なお、台はサイズに含む。 
・立体作品は正面がわかるように、目立たないところにシール等で印を付け
るか、図面等を添付すること。 

書 

漢字・かな・少字数（5
文字以内）・近代詩文・
篆刻・刻字・臨書・模
刻 

・出品作品は、すべて額装または枠張にすること（軸装作品は不可）。吊り金
具・ひもの取付は不要。 

・高校生等（＊）に限り、臨書・模刻作品も可とする(題名に原本名を記入)。 
・応募・委嘱者の作品は、仕上がり寸法 170cm×51cm、130cm×60cm、91cm×
91cm 以内とする（縦横自由・半切も可）。篆刻作品は縦 39cm、横 30cm とす
る（縦のみ可）。 

・アクリル、ガラス等は使用しないこと（ただし、篆刻作品は可）。 
・応募作品・委嘱作品には別紙様式の釈文票（自製も可）を作品裏面に貼付す
ること。 

・運営委員、審査員、招待者の作品仕上がり寸法は 3,000 ㎠以内とする。た
だし、縦は 90cm 以内、横は 50cm 以内。アクリル、ガラスの使用可。 

・業者が搬入する場合は、出品申込書と出品票に業者名を記入のこと。 

写 
 
真 

単写真・組写真 

・単写真の展示寸法 W640×H540（±10 ㎜）の木製パネル貼りとする。縦横
不問。 

・作品の写真サイズは問わない。全面写真・マット加工仕上可。 
・吊り金具・ひもの取付は不要。 
・組写真はテーマを１枚の木製パネルにまとめ、展示寸法 W900×H600（±10
㎜）とする。縦横不問。 

・額の使用は、額に準ずるもの（パネルの化粧枠等）を含め全て不可とする。 
・運営委員、審査員、招待・委嘱者も同規格とする。 
・差し込み式木製マットパネルを使用する場合は、穴あきパネルを使用し、
写真が抜け落ちないようにパネルと写真を直接固定すること。 

   
※ 出品申込書、審査結果通知、預かり証、領収書はミシン目で切り離さず、搬入時にお持ちください。 

※ 既に記載されている情報に誤りがある場合は、二重線で消し、赤字で修正してください。 
 

 

 

 

 

 

  

   

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 *1 種別欄の記載内容 
 ・4 ページの「種別の例」を参考に、該当するものを 1 つ記入してください（日本画を除く）。 
 ・種別が複数にまたがる場合は、主要なものを 2 つ程度記入してください（例：ブロンズ・石）。 
※ 目録に記載する際に、種別の名称を修正させていただく場合があります。 

 *2 サイズ（規格）欄の記載内容 ※ 寸法は cm で記入 

●出品申込書（預かり証・領収書・審査結果通知）と出品票については、県展ホームページから様式 
をダウンロードして使用することができます。ファイル形式は Excel と PDF があります。 

 例入記 容内載記 門 部

日本画 号数（タテ・ヨコ） 60 号（ヨコ） 

洋 画 号数（タテ・ヨコ） 
規格号数以外は寸法（縦×横）を記入 

F50 号（タテ） 
116×80 

彫 刻 高さ×幅×奥行 35×35×25 

工 芸 立体作品は高さ×幅×奥行 
壁面作品は高さ×幅 

33×33×26 
50×22 

書 縦×横（タテ・ヨコ） 
※縦・横自由（ただし、篆刻は縦のみ） 170×51（タテ） 

写 真 縦×横（タテ・ヨコ） 
※木製パネルの寸法を記入 64×54（タテ） 

出
品
申
込
書 

預
か
り
証 

領
収
書 

審
査
結
果
通
知 

目録の住所欄に掲載される市町村（都
道府県）は、本申込書内「住所」欄の
市町村（都道府県）となります。 

お住いの地域が 
県外のときは、 
必須となります。 

住所、氏名、作品名の記入に不備が
ありますと送付できませんので、
正確に記入してください。 

出品点数分の出品手数料の金額を記入してください。 

生徒・学生は 
学校名を記入 
してください。 
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＊ 高等学校（全日制、定時制、通信制）・高等専門学校（専攻科を除く）・特別支援学校（高等部）等の生徒 

 限 制 格 規 例の別種 門部

日 
本 
画 

 出品申込書への 
 記入不要 

・応募作品は 60 号以内、Ｓ型は 50 号以内とする。画印・落款は入れない。 
・額装とする。吊り金具・ひもの取付は不要。 
・額幅は 5cm 以内（マットを使用する場合は、その幅と額の幅の合計が 5cm 以
内）、アクリル、ガラス等は使用しないこと（運営委員、審査員、招待・委
嘱者は使用可）。 

・運営委員、審査員、招待者は 20 号以内とし、委嘱者は 40 号以内とする。 

洋 
 
画 

油彩・水彩・版画・パ
ステル・アクリル・鉛
筆・色鉛筆・ボールペ
ン・マーカー・コラー
ジュ・ジークレー・テ
ンペラ・フレスコ・ミ
クストメディア 

・必ず額装とする。しっかりと固定すること。吊り金具・ひもの取付は不要。 
・油彩画等、水彩画の応募作品は F50 号以内、S 型は 40 号以内とする。 
・油彩画等、水彩画の応募作品は額縁幅(マット含め)5cm 以内とする。 
・版画はマットを含め F50 号以内とする。 
・油彩画の応募作品は、ガラス、アクリル等は使用しないこと。水彩画、版画
はなるべくアクリル(ガラスは不可)を使用すること。 

・運営委員、審査員、招待者は F20 号(S 型は 12 号)以内、委嘱者は F30 号(S
型は 20 号)以内とする。 

彫 
 
刻 

（材料の別） 
木・石・大理石・石膏・
テラコッタ・樹脂・Ｆ
ＲＰ・金属・ブロンズ・
鉄・ステンレス・チタ
ン・アルミ・漆・紙・
紙粘土・陶 

・1 ㎡当たり 300kg 以内。高さ 2.5m、底面積 2 ㎡以内。ただし、ケースは使
用しないこと。組合せによる作品の底面積の合計が 2㎡以内でも、展示スペ
ースの関係で必ずしもその間隔等、作者の意図にそえない場合がある。 

・展示上不安定な作品は受け付けない。 
・電源（コンセント）を使用する作品であっても展示の際の電源（コンセン
ト）の使用は不可とする。 

工 
 
芸 

陶芸・金工・木工・竹
工・人形・七宝・ガラ
ス・紙芸・漆芸・こぎ
ん刺し・織物・染織・
革・組紐・刺繍・切絵・
根付・鍛金・籐 

・壁面作品は、高さ 1.2ｍ、幅 1.2ｍ、厚み 20 ㎝以内(額縁のサイズを含む)。
立体作品は、高さ 50 ㎝、幅 50 ㎝、奥行 50 ㎝以内とする（台がある場合は
台の高さを含む）。 

・壁面、立体とも重量は 20kg 以内とする。壁面作品はひも等をつけること。 
・着物、帯等（仕立てる場合は仮縫いとする）は必ず撞木または衣桁を持参
し、付属品にも必ず名前をつけること。 

・人形に台がある場合は台に固定すること。なお、台はサイズに含む。 
・立体作品は正面がわかるように、目立たないところにシール等で印を付け
るか、図面等を添付すること。 

書 

漢字・かな・少字数（5
文字以内）・近代詩文・
篆刻・刻字・臨書・模
刻 

・出品作品は、すべて額装または枠張にすること（軸装作品は不可）。吊り金
具・ひもの取付は不要。 

・高校生等（＊）に限り、臨書・模刻作品も可とする(題名に原本名を記入)。 
・応募・委嘱者の作品は、仕上がり寸法 170cm×51cm、130cm×60cm、91cm×
91cm 以内とする（縦横自由・半切も可）。篆刻作品は縦 39cm、横 30cm とす
る（縦のみ可）。 

・アクリル、ガラス等は使用しないこと（ただし、篆刻作品は可）。 
・応募作品・委嘱作品には別紙様式の釈文票（自製も可）を作品裏面に貼付す
ること。 

・運営委員、審査員、招待者の作品仕上がり寸法は 3,000 ㎠以内とする。た
だし、縦は 90cm 以内、横は 50cm 以内。アクリル、ガラスの使用可。 

・業者が搬入する場合は、出品申込書と出品票に業者名を記入のこと。 

写 
 
真 

単写真・組写真 

・単写真の展示寸法 W640×H540（±10 ㎜）の木製パネル貼りとする。縦横
不問。 

・作品の写真サイズは問わない。全面写真・マット加工仕上可。 
・吊り金具・ひもの取付は不要。 
・組写真はテーマを１枚の木製パネルにまとめ、展示寸法 W900×H600（±10
㎜）とする。縦横不問。 

・額の使用は、額に準ずるもの（パネルの化粧枠等）を含め全て不可とする。 
・運営委員、審査員、招待・委嘱者も同規格とする。 
・差し込み式木製マットパネルを使用する場合は、穴あきパネルを使用し、
写真が抜け落ちないようにパネルと写真を直接固定すること。 

   
※ 出品申込書、審査結果通知、預かり証、領収書はミシン目で切り離さず、搬入時にお持ちください。 

※ 既に記載されている情報に誤りがある場合は、二重線で消し、赤字で修正してください。 
 

 

 

 

 

 

  

   

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 *1 種別欄の記載内容 
 ・4 ページの「種別の例」を参考に、該当するものを 1 つ記入してください（日本画を除く）。 
 ・種別が複数にまたがる場合は、主要なものを 2 つ程度記入してください（例：ブロンズ・石）。 
※ 目録に記載する際に、種別の名称を修正させていただく場合があります。 

 *2 サイズ（規格）欄の記載内容 ※ 寸法は cm で記入 

●出品申込書（預かり証・領収書・審査結果通知）と出品票については、県展ホームページから様式 
をダウンロードして使用することができます。ファイル形式は Excel と PDF があります。 

 例入記 容内載記 門 部

日本画 号数（タテ・ヨコ） 60 号（ヨコ） 

洋 画 号数（タテ・ヨコ） 
規格号数以外は寸法（縦×横）を記入 

F50 号（タテ） 
116×80 

彫 刻 高さ×幅×奥行 35×35×25 

工 芸 立体作品は高さ×幅×奥行 
壁面作品は高さ×幅 

33×33×26 
50×22 

書 縦×横（タテ・ヨコ） 
※縦・横自由（ただし、篆刻は縦のみ） 170×51（タテ） 

写 真 縦×横（タテ・ヨコ） 
※木製パネルの寸法を記入 64×54（タテ） 

出
品
申
込
書 

預
か
り
証 

領
収
書 

審
査
結
果
通
知 

目録の住所欄に掲載される市町村（都
道府県）は、本申込書内「住所」欄の
市町村（都道府県）となります。 

お住いの地域が 
県外のときは、 
必須となります。 

住所、氏名、作品名の記入に不備が
ありますと送付できませんので、
正確に記入してください。 

出品点数分の出品手数料の金額を記入してください。 

生徒・学生は 
学校名を記入 
してください。 

さいたま　たろう

埼玉　太郎

埼玉　太郎

６,０００埼玉　太郎

さいたま市浦和区高砂 3-15-1
○○芸術高校

さいたま市浦和区○○　X-XX

埼玉○○社

埼玉○○社

かがやき

きぼう

330-9301

330-XXXX

048- ○○○ - ○○○

048-830-6925
xxx-xxxx-xxxx

19 6

油彩 F50号
(タテ)

F30号
(ヨコ)

アクリル

洋画

洋画

輝き

輝き

希望

希望

埼
玉

 太
郎

さ
い

た
ま

市
浦

和
区

高
砂

3
-1

5
-1

洋
画

輝
き

希
望

3
3
0
-9

3
0
1
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1 作品目 2作品目 3作品目

部門

目
録
無
料
引
換
券

（
1
出
品
に
つ
き
1
冊
）

切
り
離
さ
ず
会
期
中
に
本
通
知
を

県
展
事
務
室
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い

受
付
番
号

題
名

審
査
結
果

※
※

※
※

※
※

様

金 円也

一般応募用 第73回埼玉県美術展覧会 出品申込書
下記のとおり開催要項に同意して、申し込みます。

ふりがな 雅

号

生
年
月

大正
昭和
平成

年 月
部

門氏 名

住 所

〒 学
校
名 (在学中の方は記入してください)

勤務先市町村名
自宅番号
携帯番号 (住所が県外の方)

※コード ※受付番号 ※鑑審査 ふ り が な

題 名 種 別 サイズ（規格）

業者が搬入､
搬出を行う場合

業者名 住所 〒 受付年月日

電 話

※受付番号 題 名

部 門

氏 名

搬入､搬出業者

受
付
番
号

※

題

名
（出品申込書と一致させること）

氏
名（
雅
号
）
搬
出
業
者

受
付
番
号

※
部
屋
番
号

※

－

題

名
（出品申込書と一致させること）

氏
名（
雅
号
）

部

門

種

別

受
付
番
号

※

題

名
（出品申込書と一致させること）

氏
名（
雅
号
）

部

門

種

別

料
金
別
納

郵
便

受
付
番
号

※

題

名
（出品申込書と一致させること）

氏
名（
雅
号
）
搬
出
業
者

受
付
番
号

※
部
屋
番
号

※

－

題

名
（出品申込書と一致させること）

氏
名（
雅
号
）

部

門

種

別

受
付
番
号

※

題

名
（出品申込書と一致させること）

氏
名（
雅
号
）

部

門

種

別

受
付
番
号

※

題

名
（出品申込書と一致させること）

氏
名（
雅
号
）
搬
出
業
者

受
付
番
号

※
部
屋
番
号

※

－

題

名
（出品申込書と一致させること）

氏
名（
雅
号
）

部

門

種

別

受
付
番
号

※

題

名
（出品申込書と一致させること）

氏
名（
雅
号
）

部

門

種

別

第
73
回
埼
玉
県
美
術
展
覧
会

審
査
結
果
通
知

〒住
所

氏
名

様

（
切
り
離
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
） ※

印
欄
は
記
入
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

審
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果
通
知
発
送
の
際
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は
、
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保
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シ
ー
ル
を
貼
付
い
た
し
ま
す
。

※印の欄は記入しないでください。
記入例を参照の上、文字は楷書で明確に記入してください。

（切り離さないでください） （切り離さないでください）

第73回埼玉県美術展覧会 預かり証
領 収 書

第73回埼玉県美術展覧会
出品手数料として領収しました。

埼玉県美術展覧会運営委員会
上記作品を確かに預かりました。搬出の際には、必ず預かり証を持参してください。 埼玉県美術展覧会運営委員会
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 松岡 滋 

 内藤五琅 岡田忠明 髙橋 勝 白幡 明  栗崎浩一路 関根治郎 
 大野逸男 小川 游 高野 讓 根岸君夫 守屋順吉 齋藤 馨 塩原康正 
          増村紀一郎 町田景雲 柳澤朱篁 天野行男 笠原 将 佐藤親正 
 鶴田達也 大熊 聡 古垣 玲 

 
【日本画】亀山祐介 野邊ひろみ 渕田邦明 【洋 画】寺久保文宣 新井 隆 倉林愛二郎 
【彫 刻】青木邦眞 鈴木法明 原田治展  【工 芸】西 由三 豊平江都 松永一慶 
【 書 】奈良衡齋 赤荻北州 片野錦秋  【写 真】白鳥正一 新井房子 宝力美和 

 
【日本画】風間さかえ 黒澤 正 駒崎美香子 杉浦左知 高橋裕子 
【洋 画】井田善子 佐藤伸二 髙沢郁子 永江咲紀子 保坂 晶 松尾せい子 村井 進 山下英夫 
【彫 刻】長谷川倫子 市之瀬宣久 野﨑隆司 矢島秀吉 
【工 芸】安藤タヅ子 関井一夫 高田兵庫 山本冨士雄 
【 書 】飯室緑川 加藤玲香 柴田千鶴子 萩原彰子 本多青楊 
【写 真】小谷和己 齋藤英雄 根本美津江 荻原光治 
 

 

●会期中に県展事務室において目録（入賞作品のカラー写真と全展示作品のリストを掲載）を販売します。 
●出品者は、審査結果通知を会期中に持参していただければ、無料で進呈します。 

 

※出品票を作品の裏面右上部に貼付して搬入してください。 
 ただし、彫刻、工芸の立体作品は裏面とは限りません。 

 

Ａ
票
の
み
を
接
着
し
て
く
だ
さ
い。

出品票 

作品裏面 

出品票 

※釈文票には、作品に書かれている文字をわかり 
 やすく記入してください。 
※姓号欄には氏名（雅号）を記入してください。 

釈文票（書のみ） 

生徒・学生は学校名を記入してください。 

埼玉　太郎
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埼玉　太郎
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かがやき

かがやき
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高
校

○
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術
高
校
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５

輝き

埼玉　太郎
さいたま　 た ろう

かがやき

埼玉○○社

輝き

330-9301
さいたま市浦和区高砂3-15-1
埼玉　太郎

洋画

希望

輝き

埼玉　太郎
さいたま　 た ろう

かがやき

洋画

輝き

埼玉　太郎
さいたま　 た ろう

かがやき

洋画

姓
号

釈

文

票

書部門の応募者・委嘱出品者は作品裏面に貼付
＊原典のコピー貼り付けが望ましい。
＊縦書きとする。

５

油絵・水彩「絵画教室」　児童・大人

「受講生募集」

（社）新日本美術院会長 ル、サロン（仏）会員

・入賞作品のカラー写真を掲載
・全陳列作品のリストを掲載
・価格：400円（予定）
・判型：A5
・会期中に県展事務室にてお買い求めください。
・出品者の方は、審査結果通知を会期中にご持参ください。
無料で進呈します。

県展事務室からのお知らせ
● 目録を販売予定です。

・審査の上、各部門で優秀な高校生作品を表彰します。
●「高校生奨励賞」を創設します。

・館内では、マスクの着用をお願いします。
・手洗いやアルコール消毒、検温等にご協力をお願いし
ます。
・会話をお控えいただくとともに、ソーシャルディスタン
スの確保にご協力をお願いします。
・発熱や咳、咽頭痛など風邪症状がある場合は、来場
をお控えください。発熱（37.5度以上）がある場合は、
入場をご遠慮いただきます。
・大人数での来場はお控えください。
・館内での飲食は禁止です。
・観覧時間は２時間以内を目安としていただくようお願
いします。
・混雑時には入場制限を行うため、館外でお待ちいた
だく場合があります。あらかじめご了承ください。
・土日は混雑が予想されます。可能な限り、平日の来場を
お勧めします。

ご出品・ご観覧のみなさまへ

新型コロナウイルス感染症対策にご協力を
お願いいたします。
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油絵、水彩、パステル「絵画教室」児童・大人 

上 尾 洋 画 研 究 所 

所在地：上尾市柏座 1－4－22     「受講生募集」        

電話・FAX048－771－3911 JR 上尾駅東口徒歩８分   
＜主宰者＞町田譽曽彦（株）カルチャー「高崎・アリオ深谷」講師   

（社）新日本美術院会長「ル、サロン会員」埼玉県美術家協会員         

 


